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向き、何人集まっているのか、 2人、 3入、 4人と集
まっている。
こう言うことを実際に、 12人の子どもたちが動いて2

























なし、 4:週 I~I~ 6週日は光提示ありです。次は 7週か





ら 6 過 I~I の光提示のあるときは近イすくと光るから 2 人組

















































































































間の 11司にと討tカ清~{ったかカメラでiHlJ ることは契H~ しいで
す。カメラ 4台をつけて、手持ちのカメラで人を追っか
けても、それで見てもわかりません。はじまってから
































































































































































































































































































































































































人で、材J 習/1寺 I'~J は 1 H寺IY，¥J0 塁，/:1:1トリニフォーホールで
す。お客が 300 人もいて、うれしかったのだと，I~I， ¥; ¥ま
す。料:習よりもうまく吹けていました。ピブラートにも
練習が必要です。音は何とかでますが、かすれたりしま
す。これもすべて練習です。
支援機器はきれいに音が出せる機械ではなく、指が使
えない人が指だけの部分、 I~I 分の気持ちで演奏する部分
は白分でやり運指をするところを機械が行う。人と機械
の融合した演奏が人機械系の演奏支援です。音が1115 る I~I
動演奏の支援で、は演奏支援をすることはできません。 演
奏を支援するには、人の身体運動を支援しないといけな
? ? ??」。??
います。これが歩行支援と移動支援の違い し三。
僕はサックスはl吹けませんO ピアノは弾けるのです
が。でもこの機械をつけると吹けます。すごく気持ちが人が自分の体でできる歩行を支援して欲しいなら身体
運動の意思を取得して支援することが必要になります。
歩行支援と移動支疑は違うと思い、考えてやってきまし
た。すると、歩行支援や運動支援とは ~JiJの方向で考える
ことができます。
もしl当分の指が動かなかったらサックスを演奏するこ
とは難しい。でも、機械による自動演奏で、は自分が演奏
したことにはならなし 1。でもやっぱり楽器本来がもっ楽
慌の音はきれいです。でも、自分の!胞が動かない。それ
だけで楽器が弾けなくなる。
もし、うまく人と機械による演奏支援ができれば音楽
という感性の支援ができるのではないかと研究に取り組
んでいます。!~!分でやったという気持ちになれるかが大
。
ロボットアシステッドプレイイングといって、演奏し
ているのが誰かという問題ですがこう言うことができる
と言うことを見せましょう。
この子は実際に指も動きますが音を開いてください。
「ドシラソファミレドJIドレミファソレシドJもう少
し聞いてみましょう。「ドミソドッドJ
速く動くんだと言うものを見せています。イマジン・
ザ・フューチャーという筑波大の1Hです。これを見て、
は鳴っていますが揺が動し 1ていません。指が動かない
方のために作ったものです。
何をしているのか。楽諸にはタンギングの位置が決
良いです。
この研究をしていたら、筑波大学の知覚、視聴覚に障
害がある学校があり、音楽のTiJf究をしている人が、 I~l の
見えない人がサックスを吹くのに使えないかと基礎研究
を行っています。これは我々が想定していなかったこと
です。 ヒからモジュー jレ型になっているのは、あるーか
所だけここだけ動かなければそこだけのモジュールをつ
ければいい。代替としてこの機械を使っているのではな
く機能が支援されていると言うことが大事なことです。
行動と情動の理解をめざす行動科学
療育応用も行っていますが、リハビリ応用を行って来
ました。現実的な問題解決に向けて日f究をしています。
人工物の相互作用の理解、これが社会的インタラクショ
ンです。
理解と支援が表裏の関係になっています。理解だけだ
と測ることになりますが、介入することで分かることは
大きい。これらを社会支援技術として研究応用して来ま
した。
このデバイスはI¥i)れて機能障害の方、高齢者で飲み込み
に障害のある人です。こうしたデバイスを着けると、一
1m飲み込むと緑に光る。飲み込むとちゃんと光る。咳を
すると赤くなる。食事中にちゃんと飲み込んでいるかが
分かるデバイスです。
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食事介助に多くの人が因っています。人がí~~み込む速
度は、このくらいです。
特殊な機械で、仁i二!の12;1頭の圧を測る物です。 飲み込む
と、物が入って行って飲み込まれて出て行く。わずか
0.2秒ですが、この音をしっかり認識して、これがちゃ
んと l\í!1~ 下という飲み込む能力だということを拙出、そし
て412示する機械です。実際に、スマートフォンで使いた
いなど、工学的なiJf究もしています。
紹介したいのはこの内容ではなく、これが全部終わっ
た1寺、実験終了時にちょうど我々がいて、見学の学生さ
ん 13:7=1くらいがこの人を取り臨んで食事をしました。
終わった時、担当の看護r:iIlさんが、「うまく行って良
かったね」と言って、耳で聞きながらほっと一息だった
と思しヨます。「おばあちゃん、みんなが見に来るから-
いいノてジャマを着て来たんだよねjと。これが僕は嬉
しかった。
人に着けて買える、人々が着けたいと思うのことは工
学的な成果と向じくらい大事なものです。それを食事と
う社会的な場面で、まさしくこのおばあちゃんは、 I~I
分が一番ステキな、病棟に行ったときに気付けば良かっ
たんですが、何皮も病棟に行ったのですが、普通はこん
なにすてきなパジャマを着ていない筈です。
ちゃんと我々が行う研究のその横には社会があり、そ
れは工学的に{H!]れない物ばかりだということが良く分か
りました。
最後に、今進めているJザr究の脊髄損傷の患者さんにつ
いても、我々は論文に、こう書いています。彼とは l
}j、上のつきあいで仲良しです。今、姿勢遷移の実験で、
初めて立てた時に、こう開きました。
fいいでしょう?J I先生、いい感じです」と。論文
にはこう書きました。 車椅子の人の問題として、まず第
一に、引き戸を!?再けるのが大変、高いところに届かな
い、自動販売機の物を買うときに因ることがあります。
人と目線が合わないと言う一般的な問題を、色々な人か
ら聞いて書きました。
ところが、この人に開いたとき、そのうちのどれが一
番酒っているかと思ったら、この人はこう言いましたo
fこれ、いいですよ、これがあったら息子とキャッチ
ポールしますjと。僕はピックリしました。多くの障害
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を抱え、多くの苦労をしていると患います。我々が考え
るドア、自販機は、彼が一人でやることで、彼は自分で
何らかの方法を見つけて、適応してるんだなと。こちら
からみれば、車椅子でもできると思ったのですが、これ
が当たっちゃってうまくいかないし、息子も大きくなっ
てるので、これでやりたいと。まさしくこう言うのも、
社会行動だと .I~lv iました。
誰かと誰かがやることが、社会行動を支援することに
繋がって、人支援技術ができないといけないんだと、食
事の例と脊髄損の患者さんの例で、強く)さい 1ました。
普段は、さすがに「キレイだからいいですよjとは、
工学系の発表ではできないのですが、幾つかの取り組み
を見て来ていい話ばかりでもないです。 100の失敗の仁!こi
にある 1が今日発表されていると思ってください。
試行錯誤のに最初の2年かかった自閉症児の表情計
測もありました。一緒にやってくれたお母さんたち、被
検者の皆さんが協力して、一緒にやってできたという物
です。
線がぼろぼろの物から、今はちゃんと物ができている
と言うことが工学です。最初の時期から、そのニーズの
時期から、一緒に物を考えるのが極めて大事だと思って
います。ぜひいろんな意見を伺いながら。皆さんも、こ
んな物ができたらと言うのは、工学からはすごく簡単か
もしれません。
思いつきは簡単でも、実!険をして、物になって行くに
は、すごく大変なH寺1'101と情熱と根性が必要になると思い
ます。同n寺に、逆もあると思います。 皆さん方が難しい
と思っていることが、すごく実は簡単だったり、逆に簡
単だと思っていることがすごく難しかったり。そういう
経!挨をして来て、とても良かったと思います。
今日は、特別支援教育という題を頂いていますが、ま
だまだ勿論、特別支援教育の現場で、これらを使って効
果を実証するには、時間がかかると思います。
こうした取り組みのなかで、幾っか取り組み、教育
パッケージ、体育のマニュアルを作る作業も一緒にやっ
ています。教材作りという点からも、筑波大の工学系で
も、こう言うことができるとお見せして、一緒にやって
行きたいと思います。
今iヨはまとめて活動の紹介をしました。
